
氏 名 松 原 稔
授 与 し た 学 位 博 士

専 攻 分 野 の 名 称 医 学

学 位 授 与 番 号 博 甲第 4825号
学 位 授 与 の 目付 平成 2 5年 9月 30日

学位 授 与 の 要 件 医歯薬学総合研究科病態制御科学専攻 
(学位規則第 4粂第 1項該当)

学 位 論 文 題 目 γ- lpbcaroxy-Des titssocaenisa dwiih bromtro h 
ra sinh
において 

i ingogenes
C

tumo
CH(

lluarc
lp

ltepaoce
bcaroxy-
γ
-Des

iarcnoma 
inh bromtro は腫疾血管

新生に関与す る)

論 文 審 査 委 貞 教授 藤原 俊義 教授 吉野 正 准教授 山田 浩司

学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
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γ-Des は肝細胞癌の腫虜マーカーとして知 られてお り､inv)PCD(
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)RDK( のリン酸化を介 して､血管新生を促進することが報告tecepor

Cされている｡本研究では､臨床検体を用いて肝細胞癌の血管新生と DPの関連性を検証すること

を目的とした｡転移のない単発肝細胞癌 827例を造影 CT動脈相の画像所見によって多血性腫疲群

と乏血性腫癌群に分類 し､臨床的背景､腫疾径､血液検査値を比較した｡多血性腫疲群で腫癌径
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と血清 DP濃度が有意に高値であり､両群間の腫癌径毎の血清 DP濃度も多血性腫癌群の方が有

意に高かった｡95例に関して免疫組織染色を行い､DP発現､リン酸化 KR発現､腫疲内血管密

C

CPC度を検討 したo多血性腫癌群の方が､DP発現､リン酸化 KR発現ともに有意に高く､DP発鄭 ま
リン酸化 KDR発現および腫疲内血管密度 と正の相関を示していた｡血液検査､免疫組織染色とも

Cに､多血性腫癌群では DPが高値であり､肝細胞癌の血管新生に関与しているものと考えられた｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

でs本研究では､肝細胞癌の腫癌マ-カーである De

管新生の関連を､臨床検体を用いて解析しているC造影 CT画像所見で多血性と診断

された腺癌群では腫癌径と血清 DCP濃度が有意に高値であり､腫療径ごとの解析で

)Pih bromb l tcaroxypro- n( と血DC

03-llち mmで血清 DCP濃度は乏血性腹症群より有意に高かった｡免疫組織染色でも､

多血性腺癌群で DCP発現,リン酸化 Kin
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び腫癌内血管密度は正の相関を示していた｡本研究は､多血性肝細胞癌において DC

が高値であり DCf■が血管新生に関与していることを示唆しており､将来の臨床応用

が期待されるという点から､本研究は価値ある業績であると認める｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
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